
出展技術の分類

技術名称 GEOTETS工法 担当部署 福岡事務所

NETIS登録番号 SK-080012-VR 担当者 島

社名等 協同組合Masters ジオテツ工法研究会 電話番号 070-3292-2524/092-600-7536

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

従来工法の引抜き後に砂締め・水締めを行っても空隙を完全に閉塞できず、その空隙が原因で周辺地
盤の沈下や事業損失が全国で発生していた。
これを根本的に解決するため、土留め杭や既設杭などを引抜くと同時に専用の充填材で空隙に充填す
ることで、沈下を高度に抑制できるジオテツ工法が開発された。
また、2011年の東日本大震災による復興需要の増加や、2020年頃の鉄材価格高騰を契機に、同工法へ
の問い合わせと採用が急増した。

鋼矢板残置は既に過去の話。実績豊富なジオテツ工法でリユースに貢献します。
 土留め杭や既設杭を安心して引抜くことを可能にして事業損失防止する技術。
 引抜くと同時に毎分30～60Lの充填材を低圧で連続的に送ることにより、負圧となった空隙に
 向かって充填材は吸い込まれます。近接施工における確実な沈下抑制、堤防施工における
 水みち対策での採用実績が多いです。この他、充填材は難透水性の遮水壁として地中に残
 るため土壌汚染対策にも用いられています。
 大幅な充填速度向上により、工期短縮とコストダウンを実現しました。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

①残置と比較し20-50％コストダウン　　　※鋼矢板の場合。リース期間半年など
②地中障害物排除　　　※ジオテツ充填材はN値15-20ほど
③残置と同じく周辺地盤に影響を与えない　　※2-3ｍ離れで数㎜～10㎜内ほどが1150件の実績

４．技術の適用範囲

施工場所：鉄道近接・家屋近接・道路近接・河川堤防・ため池・災害復旧・汚染土壌対策
適応：鋼矢板・H鋼・鋼管杭・木杭など

２．技術の内容

５．活用実績

国土交通省：　188件
農林水産省・防衛省：　32件
自治体・各種公共団体：　824件
民間：　156件
計1,200件　　　　2026年2月28現在

※



６．写真・図・表


